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緒 言

第11),22)篇 において 自然界か ら 分 離 し た29株

の雑 菌性 ミコバクテ リウムおよび研究 室保存 のス メグマ

菌,チ モテー菌を供試 し,マ ウスに対す る病原性の有無

お よび毒 力の強 弱に よりそれ らの菌株 を概 略4群 に 分

け ることが で きた。 その結果 マ ウスに対 し病原性 を示 す

菌 株の珍 し くない ことを知 つた。

さらに これ らの菌株 中,病 原性,毒 力のほぼ顕著 な2

株 についてマ ウスに対 す る病 原性,毒 力の本質 について

詳細 に検討 し,動 物の臓器に病変を生 し臓 器組織 内で菌

が 増殖傾 向を示 し,マ ウスを斃 す もの もあ ることを知 つ

た。 そ こで本篇 においてはこれ らの雑菌性 ミコバクテ リ

ウム(以 下 「ミ」 と略す)の 中の8株 を選 び,マ ウス

以外の実 験動物すなわち海狸,ハ ムス ター,ラ ッテ,家

兎,緋 鮒等 に対す る病原性,毒 力の有無 および程度を検

討 した。 かたわ ら近時喧 し く論議せ られつつあ るいわゆ

るAtypical acid-fast bacteriaは その特徴 としてマ ウ

ス,ハ ムス ターには強い病原性を発揮す るが海狸,家 兎

には軽度か あるいは全 く病原性がない,ま た ラッテ,鶏

には全 く病原性がない といわれてい るが,そ れをこ こに

供試 した雑菌性 「ミ」 の これ ら動物に対 す る病原 性,毒

力の有無お よび程度 と比較対照 して考察 してみたい。

材 科

〔供試菌株〕 第1篇1)に おいては供試雑 菌性 「ミ」

29株 お よびス メグマ菌,チ モテー菌をマ ウ ス に 対 す

る病原性,毒 力の有無 お よび強 弱に従 つて概 略4群 別

した。I群 は10mg接 種 で も死 亡せ しめず,ま た臓

器変化 を生 しない5株,II群 は10mgで は早期 に死

亡せ しめ るか臓 器変化の顕著でない もの9株,IV群 は

10mgで 死亡せ しめない もの もあ るが,1,0.1mgで

も臓器変化の顕著な もの5株,皿 群 はす なわ ちII群

とIV群 の中間に位 す ると考 え られ るもの12株 の よ う

に概 略群別 した。上記 のI群 か ら1株(219号 株),

II群 か ら2株(20(3)号 株,211号 株),III群 か ら

3株(247号 株,15(5)号 株,8(2)号 株),IV群 か

ら2株(220号 株,230号 株)の 計8株 を選 んで供試

し,そ れぞれ1%グ リセ リン寒天培養基 に5～7日 間

培養 した もの を下記の実験 に用 いた。

〔供試動物〕a)海 狸 …体重400g～500g,あ ら

か しめ10,100倍 ツベル ク リン皮 内反応 陰性 の もの。

b)ハ ムスター …体重80g～100gの もの。c)ラ ッ

テ… 体重150～180gの もの。d)家 兎 …体重2～

2.5々gの もの。e)緋 鮒 …体重50～60gの もの等 を

供試 した。

実 験

〔実験その1〕 海 狸

A) 8(2)号 株腹 腔内接種

湿菌量10mg/ml生 理食塩水菌液 を作 り,10匹 に1

ml宛 を接種 した。 接種1,2,4お よび6週 後 に そ

れぞれ2匹 宛 を屠殺 し,ま た途 中斃死 した ものは その

都度肺,肝,脾,腎,淋 巴腺の肉眼的変化 と同時にそれ

らの塗抹標本につい て菌所見 を検討 した。 接 種2日 後

に2匹 が斃死 し,そ れ はと もに肺が強度に充血 し 肝お

よび脾 は黄白色の薄膜に被われ,腹 膜 面,腸 間膜 に多数

の粟粒大～米粒大の膿瘍が あつた。各臓 器お よび心血 の

塗抹標本 中に多数の菌 を証明 した。1お よび2週 後 に

は肝お よび腎に5～10コ の粟粒大 内外 の膿瘍が あ り,

脾は黄白色 の薄膜に被われ大網,胃 と癒 着 し,腋 窩,鼠

蹊 淋巴腺の軽 度腫脹 をみ腸間膜,腹 膜 面に数 コの米粒大

～ 小豆大 の膿瘍が あつた。 さらに4お よび6週 後 に も

肝,腎 になお数 コの粟粒大膿瘍が あ り肝,脾,胃,大 網

等 の癒 着 もなお軽度 に認 めたが淋巴腺の著明な腫大 はな

か つた。塗抹染色標本で は1週 後に は相当数のまた2
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週後 には少数の菌 を証明 したが,4週 以後には 証明 で

きなかつた。 接種3,4週 後に おのおの4匹 に10,

100倍 ツベル ク リンで皮内反応 を行なつ たが全 く陰性で

あつ た。

B) 219号 株,211号 株,20(3)号 株,247号 株

15(5)号 株,230号 株,220号 株の腹腔内接種

上記7株 の 湿 菌量10mg/ml生 理食塩水菌液を 作

り,お のおの2匹 宛に1ml宛 を接種 し3週 後 にすべ

て屠殺 し,ま た途中斃 死 した ものはその都 度肺,肝,脾

腎お よび淋巴腺の肉眼的変化 と同時にそれ らの塗抹標本

について菌所見を検討 した。接種3,5日 後 に15(5)

号株 を接種 した1匹 宛が斃死 し ともに肺 は 強度 に充血

し,肝,脾 は黄白色 の薄膜 に被われ,腎 には数 コの米粒

大 の膿瘍があ り,各 臓 器の塗 抹染色標 本中には相 当数 の

菌 を証明 した。他の6株 を接種 した ものはすべ て3週

後に屠殺 して観察 したが,そ れ らのすべてにおいて肉眼

的変化な く,顕 微鏡的に も菌を証明す ることはで きなか

つた。

以上8(2)号 株,15号 株を接種 した海 狸は早期 に死

亡 し肉眼的に肺に強 度の充血 を,他 臓器 に膿瘍 を証 明 し

それ らの臓 器の塗抹 漂本申に相 当数 の菌体 を証 明 した。

他 の6株 を接種 した海狸 には なん ら著変 を 認 めなかつ

た。供試 雑菌性 「ミ」 の8株 申の2株 が海狸 にか な り

顕著な病 原性 を もつこ とを知 つた。

〔実験 その2〕 ハムスター

211号 株,20(3)号 株,247号 株,15(5)号 株,8

(2)号 株,230号 株,220号 株のお の お の 湿 菌 量10

mg/ml生 理食塩水菌液 を作 り,各 菌 液 の1mlを2

匹 宛の腹腔 内に接種 し,3週 後 にすべ てを暦殺 し,ま た

途 中斃死 した ものは その都度 実験 その1と 同様 に検討

した。15(5)号 株 を接種 した1匹 は14日 後 に,他 の

1匹 は17日 後 に斃死 しともに著 明に体重が減少 し,肺

は強度 に充血 し肝,胃,大 網,脾 が わずか に癒着 した。

腋窩,鼠 蹊 淋巴腺の軽度腫脹が あ り,各 臓器の塗抹標本

中にはそれぞれ相 当数 の菌 を証 明 した。他の6株 を接

種 した ものは すべ て3週 後 に屠殺 した。 その うち20

(3)号 株,8(2)号 株,230号 株 を接種 した もの に肝,

脾,胃,大 網等 の間に軽度 の癒 着が み られ,お のおの そ

れ らの塗抹標 本中には少 数の菌 を証 明 したにす ぎなかつ

た。

以上15(5)号 株を接種 したハムス ターは海狸 にお け

ると同様 に やや早期 に死亡 し,体 重の 顕著 な減少が あ

り,肉 眼的変化お よび各臓器 の菌所見 も海狸の それ とほ

ぼ同様 であつた。他 の6株 を接種 した ハムスター には

著明な変化は認めなかつた。す なわち雑菌 性 「ミ」の中

には多少 ともハムス ターに病 原性 を もつ ものが あ ること

を知 つた。

〔実験その3〕 ラ ッ テ

8(2)号 株の湿菌量10mg/ml生 理食塩水菌液 を作

り,そ の1ml宛 を15匹 の腹腔内に接種 し1,2,4,

6,10週 後におのおの2匹 宛 を屠殺 し,ま た途中斃 死

した ものはその都 度 実験その1と 同様 に観 察 した。接

種2日 後 に3匹 が斃死 しそれ らは肺 に強度 の充血が あ

り,わ ずかに血液 を混 した相 当多量 の胸水 お よ び 腹 水

がたま り,肝 お よび脾 に3～4コ の粟粒大膿瘍が あ り腋

窩,腸 間膜 および鼠践 淋巴腺が軽度 に腫大 した。 肺,

肝,脾,腎,胸 水,腹 水,心 血等 の塗抹染色漂本 中に相

当多数 の菌 を証 明 した。 さ らに6,7日 後 に おのおの

1匹 宛斃死 したが この2匹 も2日 後 に斃死 した もの と

同様 に肺 の強度 の充血お よび胸水 を認 めた。 また肝,腎

に数 コの粟粒大膿瘍が あ り2日 後 と同様 と淋巴腺 の 軽

度 の腫脹が あ り肺,肝,脾,腎,胸 水等か ら相 当数の菌

を証 明 した。 しか し心血 中には み られなかつ た。2週

後 には肝 に3～5コ の 粟粒大膿瘍が あ り1匹 には 血液

を混 した腹水が たま り腹膜面,腸 間膜 に数 コの粟粒大膿

瘍が あ り肝,脾,胃,大 網等が癒着 した。肺,肝,腹 水

等 の塗抹染色標本 中に少数 の菌 を証 明 した。4,6,お よ

び10週 後 に屠殺 したすべ ての ラッテにお いてはと くに

肉眼 的変 化な く,ま た顕微鏡的 に も菌 を証 明で きなかつ

た。

以上 ただ1株 を供試 したにす ぎな いが この菌株 は ラ

ッテに対 しあ る程度の病原性 を もつ もの と判 断 せ られ

た。

〔実験 その4〕 家 兎

8(2)号 株お よび230号 株の湿菌量10mg/ml生

理食塩水菌液 を作 り,お のおの2匹 宛の腹腔内 に1ml

を接種 した。3週 後 にすべ てを屠殺 して肺,肝,脾,

腎,淋 巴腺の 肉眼的所見お よびそれ らの塗抹染色標本 に

ついて観察 した。8(2)号 株接種 では肺 は充血 し肝,脾

に7～10コ の粟粒大膿瘍,ま た腸間膜,腹 膜面 に も10

～20コ の粟粒大 ～ 米粒大 の膿瘍が散在 し腋窩,鼠 蹊 淋

巴腺の軽度腫脹 をみ た。肺,肝,脾 お よび腹腔 内膿瘍の

塗抹染色標本 中に相 当数の菌 を証明 した。 しか し230号

株接種で は脾 に数 コの粟粒大膿瘍 をみ肺,脾 の塗抹染色

標本 中に少数の菌 を調明 したのみで あつた。

以上8(2)号 株は家兎に対 してわずかな病原性を も

つ もので あると考え られた。

〔実験その5〕 緋 鮒

8(2)号 株お よび230号 株の湿 菌量10mg/0.5ml

生理 食塩水菌液 を作 り,お のおの0.5mlを7匹 宛の

腹腔内に接種 し3,5,7週 後 におのおの2匹 宛を剖

検 し内臓の肉眼的所見お よびその塗抹 染色標 本中の菌 を

観察 した。8(2)号 株接種では3,5,7週 後 ともにす

べ て内臓 ことに肝,脾,腸,胆 表等が軽度に癒 着 してい

たが膿瘍,結 節形成はみ られなかつた。 しか し腮,肝,

脾,腎,胆 汁,筋 肉,心 血等の塗抹染色標本中には多
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数の菌 を証明 した。 ことに肝,脾 において著明 で あ つ

た。 しか し230号 株接種では5週 以後 に な り4匹 に

多量 の腹 水 をみ,そ の中に菌 を証明 した。他の内臓には

癒 着をみ,そ の塗抹染色標 本中には常に菌を認めた こと

は8(2)号 株 と同様 であつた。

す なわ ち緋鮒 において もこれ ら2株 はやや長期 間 体

内に とどま り多少 の変 化を惹起 す ることが知 られた。

総括 ならびに考案

自然 界か ら分離 した雑菌性 「ミ」 の中に もマウスを早

期 に斃死せ しめ,臓 器 にな ん らかの病変 を生ぜ しめる菌

株が必ず しも少な くない ことを知つ たので,本 篇で はす

でに第1篇1)に おいて マウスに対 し全 く病原性,毒 力

を欠いたI群 か ら1株,毒 力は強いが病変の顕著でな

いII群 か ら2株,比 較 的病原性,毒 力のあつたIII群

か ら3株,さ らに病原性,毒 力の強 いIV群 か ら2株 の

以上計8株 を選 び,海 狸,ハ ムス ター,ラ ッテ,家 兎

お よび緋鮒 に接種 してこれ ら動物 に対す る病原性,毒 力

の有無 ない し強 弱を検討 した。 その結果 は動物の種類 に

よつ て接種後の早期死亡の有無,病 変の強弱,臓 器 内の

菌の分布 を異 に したが,供 試菌株 中の あ るもの はこれ ら

の動物の ある種類 に一定の病変 を生 し,動 物 を早期 に斃

死せ しめる もの もあつた。すなわ ちこれ ら雑菌性 「ミ」

中の ある ものは上記の種 々の動物 に対 し病原性 を示す と

判断 して誤 りがないので はないか と思 う。ただ しここに

観察 した臓器病変 は肉眼的に結核性の それ とは明 らかに

異な り小膿瘍の形成,充 血,癒 着等 を主 とす る もので あ

つた。なお臓器中の菌は週 を追つて綿密に追求す ること

はで きなかつたが上記の ごとき観 察の方法で も病原 性が

あると考え られた菌株においては増殖傾向が多少 と もう

かがわれた。

すでに前篇1)に おいて も記載 した ごと く,従 来か ら

この種 の菌は非病原性 「ミ」 とい う名称の もとに総括的

に扱われて きたが,マ ウスに対す ると同様上記諸種の実

験動物に対 して も病原性,毒 力 を大 な り小な り現 わす も

の もあるか ら,そ うい う名称が穏 当でない ことは明 らか

で ある。ひ るがえつて従来か ら雑菌性 「ミ 「のほ とん ど

が動物に病原性 を発揮 しない もの と考 え られ,ま たその

よ うな成績 も多いが少数はなん らかの病変を生 した と報

告 してい る もの もある。 たとえばThomson3)は 雑菌

性 「ミ」の あ るものが海狸の肺お よび肝に病変 を生 した

と報告 してい るが,結 核菌に よるそれ との差異 は明 らか

でな い。最近佐 々木4)は 牛乳か ら分離 した 「ミ」の23

株 を用 いて海〓に接種 し肺お よび肝に結 節様病巣 を作 り

病原性 を有す る ものが5株 あつた と報告 してい る。 ま

た占部 その他報告5)～7)は ラツテあるいはその 他 の 動

物 に対 してあ る程度の病原性 を有す る ものが あつた こと

を報告 している。 しか し雑菌性 「ミ」の これ ら実験動物

に対す る病原性の詳 しい検討 はいまだ少ない よ うで あ

る。著者 もまた上記の観察 にお いて明 らかな よ うに雑菌

性 「ミ」 中の あ るものが上記 これ ら各種の動物に対 し,

あ る程度の病原性 を保持す る もの と判断 したい。 さ らに

近 時問題 になつ ているい わ ゆ るAtypical acid-fast

 bacteriaに 関す る多数の文献をみ るに,海 狸 に対 して

Tarshis and Frisch8)は 大量 を腹腔内に接種す ると26

株 中の7株 は動物 を斃死せ しめ,12株 は内臓に 膿 瘍

を生 し,7株 は全 く病原性 を欠いていた とい う。 また

Buhler and Pollak9)は 人間 と同様 の病 変を生 した と

報告 し,Wood, Buhler and Pollak10)は17株 中の

1株 のみが病原性 を示 した といい,Wayne et al.11)は

Photochromogenicで 中性紅反応陽性の ものでは病原性

を認 めた。 またCrowetal.12)は 病変 を生 した ものが

44.6%あ つ たと報告 している。 その他多少な りと も海

〓に 病原性 を示 した と い うもの15)～20),あ るい は全 く

非病原性で あつた とい うもの21)～27),ま た ハ ム ス ター

に病原性 を 示 した とい うもの15),21),22),病 原性 を欠い

ていた とい うもの16),20),そ の他 ラッテ,家 兎に対 して

も種 々の報告がみ られ たがいわゆ るAtypical acid-fast

 bacteriaは 海狸,ハ ムス ターにおいてあ る程 度の病 変

を惹起 しうることを重要視 してい るが,上 記 観察におい

て雑菌性 「ミ」 を用いた場合に も同様 の結 果が 得 られた

点には と くに注意 したい と考 え る。第2篇2)に お ける

マ ウスに対す る病原性,毒 力の吟味の結果等 をあわせ 考

え るときいわゆ るAtypical acid-fast bacteriaと 酷似

した性状 を雑菌性 「ミ」 のあ る種 の ものが示 す とい うこ

とに と くに注意 したい と考 え る。

結 論

自然 界か ら分離 した29株 の雑菌性 「ミ」 中か ら8株

を選 び海狸,ハ ムスター,ラ ッテ,家 兎,緋 鮒 に接種 し

て,こ れ ら動物 に対す る病原性の有無 および毒力の強弱

を検討 した。 その結果 は動物の種類 によつ て接種後の早

期死亡 の有無,病 変 の軽重,臓 器 内の菌の分布 を異に し

たが,供 試菌株 中にはこれ ら動物 中の ある もの に病変 を

生 し,ま た早期 に斃死せ しめ るものが あつた。すなわ ち

これ ら雑菌性 「ミ」の 中には上記の種 々の動物に対 して

あ る程度の病原性 を もつ ものが あることを知つた。

いわゆ るAtypical acid-fast bacteriaが マ ウスに対

す ると同様 に海狸,ハ ムスターにおいて もまた ある程度

の病変 を惹起せ しめることが指摘 されてい るが,上 記の

供試雑菌性 「ミ」 中に もこれ らの動物に酷似 した病変 を

惹起す るものが あつ た。

稿 を終 わ るにの ぞみ,終 始御懇 切な る御指導な らびに

御校閲 を賜わ つた植 田三郎教授 に深甚の謝意 を 表 し ま

す。なお終始御助言,御 鞭燵 を賜わつた平 川公行教 授,
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上 坂 一 郎 助 教 授 に 深 謝 い た し ます 。
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